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夢
の
実
現
に
向
け
着
実
な
一
歩
を自

由
民
主
党
議
員
団

　

我
が
国
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
下
、

雇
用
・
所
得
環
境
が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
た
日
本
が
、
持
続
可
能
な
未
来
を
描
く

に
は
、
安
倍
内
閣
が
進
め
て
い
る
「
新
・
三

本
の
矢
」
で
あ
る
、
希
望
を
生
み
出
す
経
済
、

夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
、
安
心
に
つ
な
が

る
社
会
保
障
を
着
実
に
進
め
、
一
億
総
活
躍

社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
３

年
余
り
と
直
前
に
迫
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
つ
の

節
目
と
し
て
、
経
済
の
好
循
環
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
世
界
の
潮
流
は
保
護

主
義
的
な
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
中
国
の

経
済
成
長
の
減
速
が
一
層
鮮
明
と
な
る
な
ど
、

世
界
経
済
は
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
大
き

な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会
計
予
算
は
、

２９

前
年
度
比
０
・
８
％
増
の
１
２
９
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
納
税
義
務
者
数
の
増
を
見
込

み
、
基
幹
収
入
で
あ
る
特
別
区
税
は
増
加
し

ま
し
た
。
増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
、 
喫  
緊 

き
っ 
き
ん

の
課
題
で
あ
る
子
育
て
関
連
費
用
等
を
鑑
み

る
と
、
事
業
の
見
直
し
、
歳
出
の
抑
制
が
重

要
で
す
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
中
野
区
の
予
算
の
特
徴
と
す
る

「
基
準
と
な
る
一
般
財
源
規
模
」
を
堅
持
し
、

財
務
規
律
を
守
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
で

す
。
一
億
総
活
躍
の
日
本
を
目
指
し
、
子
ど

も
た
ち
の
誰
も
が
夢
へ
向
け
頑
張
る
こ
と
が

で
き
る
未
来
を
切
り
開
い
て
参
り
ま
す
。

着
実
な
財
政
確
保
と
区
政
運
営
を
求
め
る

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

２９

比
０
・
８
％
増
の
１
２
９
３
億
４
６
０
０
万

円
、　

か
年
計
画
（
第
３
次
）
の
８
つ
の
戦

１０

略
に
基
づ
き
、
区
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と

政
策
課
題
に
対
応
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
特
別
区
税
納
税
義
務
者
数
の

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
目
標
を
定
め
た

体
制
、
取
組
み
強
化
と
確
実
な
税
収
の
確
保

を
期
待
し
ま
す
。
特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支

出
金
や
特
別
区
債
、
都
支
出
金
が
増
加
す
る

中
、
今
後
も
国
や
都
の
補
助
金
等
に
よ
る
歳

入
確
保
と
最
大
限
の
活
用
を
望
み
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
会
派
で
求
め
て
き
た
小
学
校

の
英
語
教
育
、
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
、

環
境
改
善
に
向
け
た
改
修
や
保
育
士
の
人
材

確
保
、
病
児
保
育
事
業
の
新
規
実
施
、
不
妊

相
談
支
援
事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
少
子

化
対
策
に
効
果
を
期
待
し
ま
す
。
乳
幼
児
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
未
完
了
者

等
へ
の
費
用
助
成
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
、

女
性
の
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
な
ど
区
民
の
健

康
増
進
事
業
の
推
進
、
空
き
家
・
ご
み
屋
敷

問
題
対
策
強
化
、
防
犯
・
防
災
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進
と
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
開
始

は
評
価
し
ま
す
。

　

待
機
児
童
解
消
は
、
着
実
な
保
育
施
設
の

誘
致
と
新
規
開
設
支
援
で
早
期
実
現
を
求
め

ま
す
。
新
規
の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
は
、

翌
年
度
以
降
の
財
政
運
営
を
拘
束
す
る
も
の

で
、
複
数
年
に
よ
る
事
業
を
効
果
的
に
着
実

に
実
施
す
る
区
政
運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

各会各会派派のの見解見解
平成29年度予算に対す平成29年度予算に対するる

人
へ
の
投
資
を
大
切
に
し
た
区
政
運
営
を

民
進
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比

２９

０
・
８
％
増
の
１
２
９
３
億
円
余
と
な
り
ま

し
た
。
人
へ
の
投
資
が
未
来
を
つ
く
る
理
念

の
下
、
我
が
会
派
が
求
め
て
き
た
学
習
支
援

事
業
の
対
象
学
年
拡
大
に
つ
い
て
は
評
価
し

ま
す
。
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
区

内
の
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
把
握
等
更
な
る

対
策
の
実
施
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
保
育
施

設
増
設
の
方
針
は
評
価
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
反
省
を
踏
ま
え
、
着
実
な
整
備
を
進
め

る
よ
う
求
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
個
別
の
施
策

で
は
、
大
規
模
公
園
整
備
等
防
災
ま
ち
づ
く

り
や
災
害
対
策
の
充
実
、
が
ん
検
診
未
受
診

者
へ
の
受
診
勧
奨
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
、

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
評
価
を
し
ま
す
。 　

新
区
役
所
整
備
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
見

通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
適
宜
適
切

な
議
会
へ
の
情
報
提
供
を
求
め
ま
す
。
区
役

所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
再
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
が
７
億
円
と

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
区
の
基
幹
収
入
の
減
少

に 
繋 
が
る
制
度
改
正
の
動
き
や
、
高
齢
化
の

つ
な

進
展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
区
財

政
の
先
行
き
は
楽
観
視
で
き
な
い
中
、
補
助

制
度
の
徹
底
し
た
情
報
収
集
と
歳
入
確
保
が

図
ら
れ
る
事
を
求
め
ま
す
。

　

元
臨
時
職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
発
防
止
に
つ
と
め
、

失
っ
た
区
民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
区
政
運
営

を
求
め
ま
す
。

大
型
開
発
と
積
立
て
偏
重
の
予
算
を
見
直
せ

日
本
共
産
党
議
員
団

　

新
年
度
予
算
に
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
公
費
助
成
や
、
居
宅

訪
問
型
保
育
事
業
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
増
員
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

は
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
第
一
に
、
区

民
財
産
の
整
理
縮
小
や
売
却
を
行
う
一
方
で
、

中
野
駅
周
辺
や
平
和
の
森
公
園
再
整
備
な
ど

不
要
不
急
の
大
型
開
発
に
は
大
盤
振
る
舞
い

の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
野
三
丁
目
地

区
で
は
賃
貸
契
約
を
し
て
い
る
学
校
法
人
と

の
間
で
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
、
中
野
駅
西
側

南
北
通
路
・
橋
上
駅
舎
の
事
業
実
施
の
遅
れ

な
ど
、
再
開
発
計
画
全
体
が
行
き
づ
ま
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。
平
和
の
森
公
園
再
整
備
に

つ
い
て
は
多
く
の
区
民
の
「
公
園
を
そ
の
ま

ま
残
し
て
」
と
い
う
声
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、

新
年
度
に
は
新
体
育
館
と
公
園
再
整
備
に
約

　

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
第
二
に
、
こ

１０の
年
度
も
当
初
か
ら
約　

億
円
を
積
み
増
し

６８

す
る
積
立
金
優
先
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
末
の
基
金
残
高
は
６
３
７
億

円
に
も
達
す
る
見
込
み
で
、
財
源
は
十
分
あ

り
ま
す
。
第
三
に
、
区
民
の
切
実
な
願
い
に

十
分
応
え
て
い
な
い
冷
た
い
予
算
で
す
。
認

可
保
育
園
の
増
設
や
保
育
人
材
確
保
を
計
上

す
る
も
の
の
民
間
任
せ
の
姿
勢
は
改
め
ら
れ

ず
、
区
立
園
の
民
営
化
を
強
引
に
進
め
よ
う

と
さ
え
し
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
組
み
替
え
動
議
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
区
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
第
一

の
予
算
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。


